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要旨  

本研究では，平成13年度「『木の学校家具』提案研究」および平成15年度「未利用スギ部材を活用した   

幼具の開発研究」の結果をふまえ，現在日田市立小学校に導入されている県産スギを使用した ←ほぞ組み高さ   

調節型学校用机。いす」の改良と意匠権出願，2号から6号まで高さが調節できる新型の学校用机0いすの開   

発，幼稚園い保育園用家具の調査◎提案を行った。  

に合わせ，日田市教育委員会と共に1ぅ 2年生に導入さ  

れた机・いすの調査を行った。  

ト はじめに   

家具産業は，輸入家具の増加や長引く不況による影響  

とともに，家具材料のほとんどを占める輸入木材の品質  

低下や良質材の入手が困難になりつつある。また輸入木  

材は違法伐採による森林資源の枯渇などが問題視されて  

いる．   

県産木材については，グリーン購入法や環境意識の高  

まりなどにより注目され，県産スギ・ヒノキ材の学校用  

机。いすの導入事例の増加や，スギの家庭用家具などが  

家具製造企業により商品化され，県産木材が家具材とし  

て認知されつつある，   

また，森林の保全など地域環境の改善とともに，森林  

資源の循環利用による二酸化炭素の固定化をはかるため  

には，県産木材の間伐材などを有効に活用する製品化技  

術が求められている．   

本研究は，県産スギQヒノキ材を活用した学校家具の  

改良や開発とともに幼稚園，保育園用家具の導入事例の  

増加を目指す．  

2、 方法   

2．1苧手交用机こいすの使用状況調書   

学校用机Bいすは，平成13年度研究として取り組み，  

平成14年度目野市に採用された，「ほぞ組み高さ調節  

型」が日田市内の全学年に導入が計画されており，昨年  

度までに1年生，2年生に導入された。   

今年度は6年生に導入されることとなり，巨］田市より  

図面提供依頼を受け5号∬6号タイプの図面を作成し提  

供した。また，6年生の机⑪いすの搬入時期である8月  

Flg．1日田市立小学校  

2 2 幼稚園・保育園用家具の調査   

平成16年2月に日田市立保育所に導入されたテ岬ブ  

ルといすについて平成17年8月に使用状況調査を行い  

問題点を聴取した．   

①天板が傷つきやすい   

②クレヨンの色が落ちにくい  

③床の材質によりいすやテ山ブルが滑りやすい   

④下方に広がったテーブルの脚につまづく   

⑤ひじ付きかさねいすは幅が広く，乳児の体を保持で  

きない．机の長手側に3台入らない  

Fig．2 日間市立保育所   
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ゴムを埋扉）込む力▲法など’を棉「テ、トトう必要があろ 

しこ吏二／つみテーブ ルけ脚注う 収納時に積ソナ上げるために一  

方に広が／つている必要が舟）る。構造上二（ノ）問題ごミを）ろ．   

等 一ん〃）保育所ごの指摘であ／〕′二二が，他方〔ノ）保＃所で  

は仝く問題ないとげ）意見が得られた 

発表等に／）いてご土卜記〃）通り行／）た．  

曲第54回目本木材学会大会  

＝峠：平成16牛8月3R～5日  

場所：札幌市 札幌コンベンションセンター  

内容：ポスターセッシ三一ンに上る説明と棄譲  

15年12月に出願Lたテープ′レ2種についてけ意匠  

豊鎚されたが，いyj一に／ついてさ土6［折撞け）みではイく桝であ  

ると拒絶査定があり∴斜視図や参考図を加えた手続補【［  

吾を提川した．   

3．3 新型学校用机・いすの性能   

新型学校用有し－いすげ）性拒は．rIS SlO21：200∫1教室用  

机。し、すの規定に沿／）て家共胤「空，試験機により子トっ仁‘   

いすについては，安定什℡強度試験に上ろ繊壊は見ら  

れなか／〕たが，背車〕たれL二軌扇げ）がた／〕きがあった．机  

に／〕いては，横方向から椚試験に適合でき／ごか／つたため，  

左右〃）仰のネンを2本に増やすことを格言寸Lていろ．  

2．3 新型学校用机‘いすの開発  

、丁ミ扇＝1年噴r＝j」直に採用された，ほぞ組み高さ調  

節型」け∠、要に応じて高さ調節さ15材を取り付けることで  

1片う〉高くすろニヒができる†調節封ル付）保管や机とい  

rj‾合わせてHカ所を卜れからネジ留めする必要があるた  

め，」とり手潤串）かからない方法が求められこいた．   

， 

そ二○ネジをできろ限り少なくし，⊥二具を使わず簡  

単∴調節ができ，寸法基準へⅥ適合を日標に設計した．   

いすは背もたれ高さ，座面奥行き，厘［扇高さが全てが   

一度に調節できろ」二う設計した．   

机については2号～6ぢ一丈ごげ）高さ調節に対応でき，  

ネジをんム2本て悠針めらオしるょう，脚部は板材げ）スライ  

ド式とした．上F方向にかかるノ」は，脚絆材に必要数Ⅵ  

長大を聞け，2本の雇い実と組み合わせた部分で受けら  

れるょうにした  

FT－g∴ミ 2新二調節  Fig．′l（う号に「調節  

3．結果   

3．1学校用机円いすの改良と意匠権出願   

家具材としご使われていなかった材料餓度の低いスキ  

を使用するにあたり， 導人後数隼閲の便川状況調査ヤ確  

業m製造体制が整い，スギは学校用豪牒∴しノて使用でき  

ることがわか／つた。   

使用状況調査の結果に息づき， 上り照度や安定性を高  

めるた裾二部分的な改良を加え，当センターヰ期業務計  

画〃）方針に寺走し、，製造企業へ〝）′美方む許諾を目標に、ド成16  

イト12月27＝に意匠権「ハ出願を子テった  

机：音願20040：ミ9822  いす：吉願200・卜039821   

3．2 幼稚園顎保育園用家具の対応と提案  

ぐり天板の傷つきやすさはスギ材であれば仕万ないが，  

塗装に上／つて表面硬度が改善される可能性がある．   

悪クレヨンの色についこク 製造メーカーぴ）ホー【ムヘーー  

ジに掲載されていた歯磨き粉を付けて拭くん法せ崩  

し，良く落ちることが確認できたので情報提供Lた．  

諾いすやテーブルが滑りやすいとの指摘を受け，粘着  

テーーフ付きの滑り止めシー皿トゾ〕貼レノ／つけを提案L実  

践されたが，粘着ノ」7うミ弱くはがれた．  

ニプ）問題を改善するためには脚の裏側に穴を開け，  

卜1ig．5 首1Sに基／うく件能試験  

埠． まとめ   

ほぞ組み高さ調節型学校片肌⑳いすに／穴、てはぅ 継続  

しノ＝和妬阻供や便牒状況調査勺導入支援を行う。主た写  

新彗ル）机◎いrづに／）いては；使いぺ弓さやコスト等を検  

討し完成度を高ダ〕【こ行く必【針うミある 

助碓「蘭。保育憧牒′表具についこトL 他用状況調査を継  

続Lて行うとともに†晒灘Lたm題点の解凍∴向けた取  

り組みを続けてし、きたい  

一18m   


